




Press Release
●⼟⾨拳記念館の新しい展覧会情報をお知らせします●

第41回⼟⾨拳賞受賞作品展

北島敬三
「UNTITLED RECORDS」

《飯舘村福島県 2011年10⽉13⽇》

リアリズム写真を確⽴した巨匠・⼟⾨拳の業績をたたえ、1981年に毎⽇新聞社が設⽴。その年に作品（写真集、展覧会など）
を発表し、優れた成果をあげた写真家が対象となり、受賞作品は⼟⾨拳記念館にパーマネントコレクションされます。
北島敬三⽒は、全20巻からなる連続写真集『UNTITLED RECORDS』によって今回の⼟⾨拳賞を受賞。1999年から現在に⾄る
までの写真320点を収めたこのシリーズでは、北海道から沖縄まで⾜を運び、東⽇本⼤震災の被災地を含む⽇本各地の “遺棄され
たように⾒える” ⾵景を撮影。⼀貫した視点と姿勢で撮影・選択されていることが⾒えてくる写真からは、⽇本中が被災地であ
るかのような錯覚すら覚えさせられます。21世紀の⽇本列島を急速に浸潤してゆく、⽇本の⾵景の解体する様を提⽰し続ける姿
勢が⾼く評価され、今回の受賞に⾄りました。

⼟⾨拳賞受賞のことば

3.11以後の⾃分を問う
「UNTITLED RECORDS」は、あまり⼤声にならないよう⾃分の⾜元で展開してきたシリーズだったので、受賞の
知らせをいただいた時には少し驚いた。
東⽇本⼤震災以降とくに、⾒慣れた⾵景が翌⽇には全く別のものに変わってしまうという経験を、私たちは何度
も繰り返してきた。⾃分が属している社会の諸⽭盾が、噴出露呈するのを⾒てきた。私には、東⽇本⼤震災からオリ
ンピックそしてパンデミックへと⾄ったこの10年が、1923年の関東⼤震災から⽇中戦争、幻のオリンピックを経て太
平洋戦争に⾄る時代と重複し、極東の軍事的緊張やウクライナ侵攻などは⾔うまでもなく、より危機的な時代に進ん
でいるように⾒える。
このシリーズには、そうした時代において、ある写真家の個⼈的な活動を善かれあしかれ丸ごと書簡化し、向後へ
送信できればという企図があった。しかし今現在、「震災以後の時間をお前はどう過ごしたのか」じつは「すでに取
り返しのつかない10年を過ごしてしまったのではないか」という焦りのようなものをより強く感じている。もちろ
ん、こうした感覚をお持ちの⽅は私だけではないはずだ。しかし、それは希望か？
この度「UNTITLEDRECORDS」に⼟⾨拳賞を授与してくださった選考委員の⽅々に、⼼より感謝申し上げます。

（「毎⽇新聞」2022年3⽉21⽇号より抜粋）北島敬三

2022年10⽉20⽇［⽊］ → 2023年1⽉15⽇［⽇］
9:00〜17:00（⼊館は16:30まで）

⼊館料 ⼀般700円 / ⾼校⽣350円 / 中学⽣以下無料
休館⽇ 10〜11⽉は無休 / 12〜3⽉は⽉曜休館（祝⽇の場合は開館し、翌⽕曜に休館） / 年末年始（12⽉29⽇［⽊］〜1⽉3⽇［⽕］）
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画 像 提 供 や 詳 細 情 報 に

関 す る お 問 い 合 わ せ は 、

左記までご連絡ください。

関連イベント
●⼟⾨拳賞受賞作家北島敬三⽒によるギャラリートーク 10/22（⼟）14:00〜

●第18回「わたしのこの⼀枚」写真展 10/29（⼟）〜11/14（⽉）

●秋のミュージアムコンサート 10/29（⼟）16:00〜 出演：千⽥岩城 / マリンバ

●学芸員によるギャラリートーク 11/12（⼟）14:00〜 / 12/3（⼟）14:00〜

Japanese Faces
－希少プリントでたどる、⽇本の貌－

古寺巡礼 Autumn Collection

上：《岡本太郎》
下：希少プリントの裏⾯に押された
⼟⾨拳のスタンプ 《縄⽂時代晩期の⼟偶頭部》

室⽣寺⾦堂未神(⼗⼆神将のうち)頭部 / 1976年

⼟⾨拳が撮影した「顔」の代表作といえば、昭和の著名⼈たちのポートレートを収めた『⾵貌』。ですが、本展では、⼈物から仏
像、あるいは古美術品まで、⼟⾨のレンズが捉えた様々な被写体を“⽇本の貌”という視点のもとに展⽰いたします。また、近年寄
贈された⽣前の⼟⾨拳本⼈が監修したと思われる『⾵貌』シリーズのプリント＝「希少プリント」を、多数初公開いたしま
す。“オリジナルの写真”が放つ⼒をぜひ味わってください。

春（スプリング）、夏（サマー）、と展開してきた今年の古寺巡礼シリーズ。今回のオー
タム・コレクションは、古寺の雰囲気にゆったり浸るのに最適のシーズンかもしれませ
ん。容姿端麗な寺院から、もの想いにふけっていそうな表情の仏像まで、さまざまな古寺
の姿をお楽しみください。

同時開催
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